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土砂災害の多くは雨が原因で起こります。気象予報な
どさまざまな情報に気を配り、土砂災害警報情報に基づ
き避難をしましょう。

非常用持ち出し袋を準備しておきましょう。
ラジオや携帯電話なども忘れずに。

土砂災害に対する防災訓練に
積極的に参加しましょう。

● 日頃から土砂災害に関する防災情報に注意をはらいましょう。
● 危険な箇所を調べておきましょう。
● 避難路・避難場所・避難方法

などについて確認しておきましょう。
● 高齢者の方などに日頃から

声をかけあい、いっしょに避難し
ましょう。

避難場所

松川流路工第１床固工事を担当しております飯（いい）です。
３月末に受注して２ヶ月が過ぎ、現場はこれから最盛期を迎え
ますが、安全第一をモットーに１１月末の工期を目指します。

地域の皆様には何かとご不便やご迷惑をおかけしますが、
工事へのご理解と御協力を御願い致します。

施工業者 ：株式会社 野地組 TEL 024-529-5883（現場事務所）

施工場所 ：上松川橋（飯坂線）上流

工 期 ：平成２２年３月２６日 ～ 平成２２年１１月３０日

工事概要 ：阿武隈川水系松川流域の砂防事業で、松川の流れを安定させる為、第１床固め工を築造する 工事です。

６月の作業は、右岸側部分の本体工・垂直壁の掘削作業が終わり、型枠工とコンクリート打設作業を交互に行います。生コン打設
の際は生コン車が多く出入りしますので、新松川橋の出入口にガードマンを配置し、事故防止に努めます。

地域の方々には、大変ご迷惑をお掛けしますが、安全作業に配慮し円滑に工事を進めたいと思いますので御協力をお願いいたし
ます。

下流側
上松川橋より

撮影

右岸側堤防
より撮影

荒川大暗渠砂防堰堤付近のアヤメ
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国土交通省 福島河川国道事務所
吾妻山山系砂防出張所（本庁舎）
〒960-2156
福島県福島市荒井字地蔵原甲２－１４
TEL 024-593-0831

吾妻山山系砂防出張所（松川庁舎）
〒960-2261
福島県福島市町庭坂字遠原三3-4
TEL  024-591-1207
H P http://www. thr.mlit.go.jp/fukushima/

お問い合わせはこちら
(ご意見・ご感想・砂防に関すること)

５月１５日（土）に清流日本一を誇る荒川沿いを歩く「うつくしま・みずウォーク２０
１０福島大会」が開催され、約２１００人がウォーキングを楽しみました。
６、１０、１８kmの３コースあり、国の登録有形文化財や選奨土木遺産に認定され

ている地蔵原堰堤、自然環境に優しい荒川遊砂地大暗渠砂防堰堤が全コース共
通の名所となりました。
また、最長の１８kmコースでは国の登録有形文化財である荒川第５堰堤の眺望

を楽しみました。

うつくしま・みずウォークと同日の５月１５日（土）、荒川桜づつみ河川公園では
『荒川フェスティバル』が開催され、親子連れなど約５５００名（昨年の１割増！）が
来場しました。
福島河川国道事務所では衛星通信設備(Ｋｕ－ＳＡＴ)や土石流模型実験をとおし

て防災についてＰＲしました。

災害時の画像提供ならおまかせ！
Ｋｕ－ＳＡＴです

荒川堰堤群のパネル展。
「歩いていけるかな？」

普段はなかなか歩かない
大暗渠左岸上流

砂防堰堤がないと
土石流の勢いがすごい！

多くのウォーカーの皆さん
に見ていただきました。

おなじみの土砂災害模型実験です。
砂防堰堤が土砂から町を守ってるの
が分かります。

５月２９日（土）に今年度最初の『荒川クリーンアップ作戦』が
おこなわれました。当出張所メンバーは荒川遊砂地付近の
除草に汗を流しました！

次回は７月１７日(土)です。

お問い合わせは
「ふるさとの川・荒川づくり協議会」
（０２４－５９３－３５２５

荒川資料室）まで。
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